
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

1

授
業
実
践
力
の
向
上

①

　国語に重点を置き、学部研究の中で
指導内容が分かる資料として国語の
「教科ファイル」を作成する。授業実
践を行い、教科の視点での評価を明確
にしたり教材を検討することで授業改
善につなげる。

学
習
支
援
課

　知的障害のある児童生徒を対象
とした特別支援学校における教科
指導の充実事業に合わせ、本校に
おける教科指導の充実を図ること
としている。

【努力指標】（教員）
　教科の視点で授業計画を立
て、「教科ファイル」を活用し
て授業内で使用した教材につい
て評価し、授業改善につながる
取り組みを行っている。

　教科の視点で授業計画を立案、
実践して教材について評価し、授
業改善に取り組んだ教員の割合が

A：８０％以上である。
B：７０％以上である。
C：６０％以上である。
D：６０％未満である。
【達成目標Ｂ以上】

中間評価が基
準に満たない
場合は、取り
組み体制を検
討する。

教員アン
ケート調
査
７月と12
月

2

地
域
社
会
と
の
連
携

①

　地域にある学校の児童生徒や老人福
祉施設、公民館等を利用する地域の
方々との触れ合いや活動を共に行うこ
とを通して児童生徒の情操を豊かに
し、学校生活をより良いものにする。 総

務
課

　令和４年度は小学部が門前東小
学校と２回、門前西小学校と1回の
交流を行った。中学部、高等部に
ついては以前は門前高校の生徒や
公民館を利用する方々と共に活動
を行っていたが、近年は一緒に活
動する機会が減少している。その
ため、地域への理解が進んでいな
い。

【満足度指標】（地域の方々）
　地域にある学校の児童生徒や
老人福祉施設、公民館等を利用
している方々へ輪島分校の児童
生徒について理解をすすめる。

　地域の児童生徒や教員、老人福
祉施設、公民館等を利用している
方々が本校への理解を示した割合
が

A：８０％以上である。
B：７０％以上である。
C：６０％以上である。
D：６０％未満である。
【達成目標Ｂ以上】

中間評価が基
準に満たない
場合は、取り
組み体制を検
討する。

地域の方
へのアン
ケート調
査
７月と12
月

①

　学校生活や日常生活の中で想定され
る安全管理、安全意識への理解を深
め、冷静に対応できるよう繰り返し指
導や訓練を実施する。教職員において
は、危機管理意識を高め、実践的な技
能をもち危機に冷静に対応できるよう
にする。

　令和４年度は、避難訓練を４
回、引き渡し訓練や防災食の試食
等保護者との活動を２回実施し、
防災リュックの整備も図った。危
機は学校内だけで対応できる場合
もある。重大な危機が発生した場
合は、保護者はもちろん、門前高
校、地域との連携が必要となるが
十分とは言えず、家庭での備えに
ついても共有する機会が設けられ
ていない。

【成果指標】（保護者）
　防災に関する取組みや訓練に
ついて情報発信し、家庭で防災
に備えた取り組みをすすめてい
る。

　防災に関する取組みや訓練につ
いて情報を発信し、各家庭で防災
に備えた取り組みをすすめている
割合が

A：８０％以上である。
B：７０％以上である。
C：６０％以上である。
D：６０％未満である。
【達成目標Ｂ以上】

中間評価が基
準に満たない
場合は、取り
組み体制を検
討する。

保護者へ
のアン
ケート調
査
７月と12
月

②

　児童生徒がコンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手段に慣れ親
しみ、安心安全に端末を使用すること
ができる。

　GIGAスクール構想によって整備
された1人1台端末等を活用した学
習活動が行われているが、児童生
徒にルールやマナーについて理解
を促す必要がある。

【努力指標】（教員）
　端末やインターネットの特性
と個人情報の扱い方について児
童生徒に指導している。

　端末やインターネットの特性や
モラルについて児童生徒に指導し
ている教員の割合が

A：８０％以上である。
B：７０％以上である。
C：６０％以上である。
D：６０％未満である。
【達成目標Ｂ以上】

中間評価が基
準に満たない
場合は、取り
組み体制を検
討する。

教員アン
ケート調
査
７月と12
月
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3

安
心
・
安
全
な
学
校
作
り

生
活
支
援
課


